
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市立都岡中学校学校だより  

【学校教育目標】心豊かな人となれ 

旭区川井宿３２―２  

TEL 045-953-2301 

FAX 045-951-1338  

令和８年７月１７日発行  

第４号  

地域とともに歩む学校づくりを目指して 

校長  冨樫  哲一   

盛夏の候、保護者の皆様、地域の皆様におかれましてはますますご健勝のこととお喜び申し上

げます。生徒たちは暑さに負けることなく、学習や部活動等に意欲的に取り組んでいます。  

さて、6 月 17 日に本校において学校運営協議会を開催いたしました。学校運営協議会は、保

護者や地域の皆様の声を学校運営に反映し、学校、保護者、地域が協働して子どもたちの成長

を支えていくための大切な組織です。  

当日は、校長より今年度の学校経営方針についての説明を行い、委員の皆様からご承認をい

ただきました。また、日頃の学校での生徒の様子について、生徒指導専任教諭からお伝えすると

ともに、今後予定されている学校行事等についても教務主任からご説明をいたしました。  

協議の中では、委員の皆様から貴重なご意見やご質問をいただきました。特に、中学生の自転

車の乗り方を含む交通マナーについて、「学校でも安全への意識をさらに高めてほしい」というご

意見がありました。交通事故は命に関わる重大な問題であり、学校としても交通安全指導を継

続して行ってまいります。また、地域防災訓練への中学生の参加について、「地域を支える一員

として積極的に参加してほしい」というご要望もいただきました。災害時には中学生が重要な役

割を果たすことも期待されており、地域とのつながりを深める貴重な機会として学校は捉えている

ことをお伝えいたしました。さらに、不登校やいじめに関する現状や学校の対応についても質問や

ご意見をいただきました。本校では、生徒一人ひとりが安心して学校生活を送ることができるよ

う、日頃から丁寧な見守りと迅速な対応に努めています。引き続き家庭や地域、関係機関との連

携を大切にしながら、生徒が安心して学び、成長できる環境づくりに取り組んでまいります。  

また、６月は都岡中学校ブロックを構成する三つの小学校の学校運営協議会にも委員として

参加させていただきました。それぞれの学校には、それぞれに歴史や伝統があり、地域の特色を

生かした教育活動が展開されていることを改めて実感しました。また、地域の方々が学校を大切

に思い、子どもたちの成長を温かく見守ってくださっている姿が大変印象的でした。  

中学校は、この三つの小学校から生徒を迎える学校として、まさにそれぞれの学校や地域をつ

なぐ「ハブ」としての役割を担っています。小学校で育まれた良さや地域の特色を大切に受け継

ぎながら、生徒が安心して成長できる教育環境を整え、それぞれの強みを生かした学校経営を

進めていかなければならないと強く感じております。また、小中が連携し、地域とともに子どもたち

の成長を支える仕組みをさらに充実させていきたいと考えています。  

今後も保護者の皆様、地域の皆様との連携を大切にしながら、生徒一人ひとりの健やかな成

長のため教育活動の充実に努めてまいります。引き続き、本校の教育活動へのご理解とご協力

を賜りますようお願い申し上げます。  

 



～仲間と共に大きく成長した一学期～ 

保護者の皆様、日頃より本校の教育活動へのご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。入学して

からの 3 ヶ月間、1年生の逞しい成長に驚かされる毎日でした。 

 5 月の足柄 PAA では、3 クラスそれぞれが声を掛け合い、互いに協力する姿が見られました。１つ１つの課

題を乗り越える度に、仲間の大切さを実感することができた貴重な経験となりました。 

先月の体育祭では、何事にも全力で取り組むことの素晴らしさを体現してくれました。勝敗に関わらず、お互い

を称え合い、他者の気持ちを考えて必死で応援したり、励まし合ったりする姿も多く見られました。また、生徒

総会に向けての学級討議では、生徒会の一員としての自覚を持ち、「都岡中学校をより居心地の良い学校にする

ために自分に出来ることは何か？」を真剣に考え、堂々と意見を述べる姿に頼もしさを感じました。 

この一学期、様々な行事や日々の生活を通じて、生徒のみなさんの素晴らしい成長に間近で触れられたことは、

学年主任として大きな喜びであり、感謝の気持ちでいっぱいです。いよいよ中学校生活初めての夏休み。健康に

気をつけて、充実した時間を過ごし、夏休み明けに元気な笑顔のみなさんに会えることを楽しみにしています。 

１学年主任 近藤 優輝 

 

 

日頃より本校のそして 2 学年の教育活動にご理解とご協力をいただきありがとうございます。２年生は自然

教室、体育祭を終えて今は合唱コンクールに向かって準備を始めたところです。テストの最終日に選曲係が集ま

って各クラスの自由曲の候補を決め、各クラスの希望を決めた後、他のクラスと競合する曲に関しては厳正な抽

選を行い決まりました。 

自由曲は  1 組：あなたへ～旅立ちに寄せるメッセージ～  2 組：時の旅人  3 組：心の瞳                

課題曲は  時を超えて です。 

 指揮者や伴奏者も決まっているそうですので、夏休み中に練習をしてくれるのだろうと思います。大変ですが、

みんなのためにも自分のためにも頑張って練習してくれるといいなと思っています。（負担もあると思います。

引き受けてくれた人ありがとう。）また、指揮・伴奏以外の生徒の皆さんも動画配信サイトなどでパートごとの

音源を聞けたりするようなので、歌を練習しておくといいかもしれません。 

 また、面談前には成績の配布もありました。夏休み前の面談で担任の先生といろいろなお話しをされていると

思いますが、夏休みが今後につながる有意義なものになるように、どうぞご協力をお願いいたします。 

2 学年主任 佐藤 望 

 

 

 新学期が始まって 3 ヶ月が経ち、1 学期もまもなく締めくくりを迎えます。この間、生徒たちは学年スロー

ガンである「全緑疾走」の言葉通り、何事にも全力で、そして互いに支え合いながら駆け抜けてくれました。

修学旅行では、自ら考えて行動し、仲間と最高の思い出を作りあげることができました。また、体育祭では、

全員が一丸となってバトンを繋ぎ、熱い絆と成長した姿を見せてくれました。最上級生としてこれらの大きな

行事を通して培った団結力とやり切った自信は、学年にとって大きな財産です。 

 保護者の皆様の温かいサポートとご協力に、心より感謝申し上げます。明日から待ちに待った夏休みが始ま

ります。まとまった時間が取れるこの期間は、自分を大きく成長させるチャンスです。規則正しい生活を崩さ

ず、勉強や趣味など、今しかできないことに熱中して欲しいと思います。安全と健康には十分に気を配り、充

実した夏休みを過ごしてください。8 月 27日の始業式に、一回り逞しくなった生徒たちと元気な姿で再会で

きるのを楽しみにしています。 

３学年主任 西川 秀浩 

１学年より 

２学年より 

３学年より 



 

  

個別支援級は、１年生６人、２年生８人、３年生５人の計１９人で生活しています。１年生は入学当初、緊

張している姿が見られましたが、１学期を通して積極的に授業に参加したり、生活面でも同学年や他学年の生

徒と楽しそうに話したりする様子が伺えました。２年生は後輩ができ、よりたくましくなったように感じます。

自分で考え行動したり、発言したりと先輩としての意識が芽生えました。３年生は、早くも受験に向けて始動

しています。１，２年生の面倒を見るだけではなく、自分自身の将来について考えることができました。２学

期には学校行事の合唱コンクールや個別行事の合同体育祭など様々な行事があります。現在、各行事で目標を

たて達成するためにはどのように活動に取り組めばいいのかを一人ひとりが考えています。そして、各行事だ

けではなく日常生活でも前向きに取り組み、１学期以上の成長見せてもらいたいと思います。 

個別支援学級担任 江成 明希子 

 

 

 

本校では今年度の生徒総会をオンライン形式で開催しました。各教室をオンラインでつなぎ、生徒会役員が

中心となって議案の説明や活動方針の提案を行い、全校生徒が学校生活について考え、よりよい学校づくりに

向けて意見を交わしました。オンラインでの開催ではありましたが、生徒たちは画面越しでも真剣に話を聞き、

一つ一つの議案について主体的に考える姿が見られました。 

総会では、生徒会活動の年間計画や学校生活をより充実させるための提案について質疑応答が行われまし

た。事前に寄せられた質問や意見も交えながら議論を進めることで、多くの生徒が学校運営に関心をもち、自

分たちの学校をよりよくしていこうという意識を高める機会となりました。また、発表する側だけでなく、参

加する生徒一人ひとりが真剣な態度で総会に臨み、互いの意見を尊重しながら考える姿勢が印象的でした。 

生徒総会は、生徒が主体となって学校生活を見つめ直し、自ら考え行動する力を育む大切な行事です。今回

の話し合いで得られた意見や提案を今後の学校生活に生かし、安心して学び、互いを支え合える学校づくりを

進めていきます。これからも地域の皆様に温かく見守っていただきながら、生徒たちはさまざまな活動に積極

的に取り組んでまいります。 

生徒会担当 菊池 耕太郎 

 

 

 

6 月２６日（金）の５、6 時間目に各高等学校の先生方がクラスでお話しをしてくださる「上級学校説明

会」が実施されました。本校から進学実績のある、神奈川県立旭高等学校、神奈川県立商工高等学校、大和

商業高等専修学校、横浜商科大学高等学校の先生方をお招きし、スライドや動画、パンフレット等案内を見

せながらわかりやすく説明をしてくださいました。生徒たちは高校の先生が来るとのことで、最初は緊張し

ていましたが、徐々に高校の先生方からの優しい声かけや質問に答える様子もあり充実した時間を過ごせて

いました。   

保護者の方々でご参加していただいた皆様ありが

とうございました。お子様の今後の進路選択につな

がる機会となっていれば幸いです。また、進路のこ

とでご相談等ございましたら、各担任、進路指導主

任までご連絡ください。今後ともよろしくお願いい

たします。 

進路指導主任 伊藤 弘貴 

上級学校説明会 

生徒総会 

個別支援学級より 



 

  

 6 月 26 日（金）「よこはま子ども国際平和プログラム」よこはま子ども国際平和スピーチコンテス

ト旭区の部が旭公会堂で行われ、都岡中学校の代表として、3 年生の中路琴羽さんが出場しました。 

持続可能な開発目標（SDG‘ｓ）１７の目標に関連付けて「国際平和のために、自分がやりたいこと」

をテーマとして、自分の主張を発表するものです。横浜市では毎年 5 万人が参加し、それぞれの区で代

表者を選出し、横浜市の本選へ進みます。 

中路さんのスピーチは「マイボトルと踏み出す、未来への第一歩」とい

うタイトルでした。地球温暖化のために自らができることを考え、体験

をもとに二俣川の多くの店舗に設置している給水スポットについてイン

タビューし、ペットボトルの代わりにマイボトルを持つ生活へとつなが

るヒントに気づいた内容となっていました。スピーチ制限時間の調整に

苦労しましたが、旭公会堂でのスピーチの体験は学校生活では得難い貴

重なものとなりました。また同じ区内の中学生の主張を聞き、スピーチを聞くことで世界が広がること

を願っています。                         人権教育担当 香田 真希子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（詳細は月間行事予定表をご確認ください）

・直通電話 953-2389（相談実施日のみ） 

・場所 都岡中学校 教育相談室（新教育棟） 

～スクールカウンセラー相談日の案内～ 

７月 21日（火）・28日（火）、8月 25日（火） 

９月の相談日は８月号でお知らせいたします。 

    花壇の鉢植えが終わりました 

7 月 1 日に環境委員の生徒とＰＴＡ学

年学級委員の保護者 

の方々のよる「鉢植 

え」が行われました。 

よこはま子ども国際平和スピーチコンテスト 

●今夏の本校閉庁期間について 

 令和８年８月１０日（月）～１６日（日） 

 ※この期間は平日も学校に日直はいません。留守電対応になります。 

●上記期間中の緊急連絡先 

 横浜市教育委員会西部学校教育事務所 電話 045-336-3743 

 ※重大な事件・事故等が発生し、警察署や消防署等の他に本校にも連絡しなければならない場合

の連絡先です。平日の 8:30～17:15 の間におかけください。ご理解願います。 


